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【研究の背景・目的】 
近年の研究から、欧米言語、主に英語を学ぶ乳幼児

に比べて、日本語を学ぶ乳児の音韻発達が遅い場合
が多いことがわかってきた。日本語が例外なのかを
調べるため、韓国、タイ、香港の研究者と共同で日本
語を含む４カ国語で音素弁別の発達を調べる実験を
実施した。その結果、日本語が例外なのではなく、ア
ジアの他の言語でも音韻発達実験の結果は、欧米言
語より 2 ヶ月程度が遅いことがわかった。更に、日
本語や韓国語では、語彙の発達も英語と比較して同
程度 2 ヶ月程度遅いこともわかってきた。 

表１のように日本語、韓国語、タイ語、中国語は統
語の特性や音韻特性も様々で、欧米言語との違いを
言語特性のみから導出するのは困難である。本研究
では、なぜこのような相違が生ずるのかの解明を目
的とする。そこで、その文化差によって音韻や語彙の
発達の違いをもたらすと仮定し、それを実験的に検
証していく。 

 
【研究の方法】 

本研究では、母子のコミュニケーションスタイル
に文化差が存在することに注目し「欧米乳児の語彙
発達が語彙発達に親和性の高い母子コミュニケーシ
ョンによって促進され、それが音韻の発達にも影響
する」という仮説を立て実験的に検証していく。初期
の語彙発達には「共同注意」等の社会的要因が重要だ
が、欧米とアジアの母子コミュニケーションには文
化差が存在する。特に欧米型は共同注意を物に向け
て物の名前を学ぶ機会が多い、語彙発達に親和的な
スタイルである。これが欧米乳児の語彙発達を促進
すると仮定する。 
表１に示す、欧米２言語（英語、フランス語）とア

ジア 4 言語（日本語、韓国語、タイ語、北京語）を学
ぶ乳児を対象にし、母語や外国語の弁別、単語の切り
出し課題等の音韻発達、共同注意や（図 1）など随伴

性など、語彙発達に関与すると想定される課題を実
施する。また、母親のコミュニケーションスタイル
を観察するために画面上の場面を子供に説明する発
話、ものの名前を幼児に教える際の対乳児発話等を
録音、解析する。乳児が 2 歳に達した時点で語彙数
を測定してどの要素が 2 歳時点の語彙数を予測する
有効な尺
度となる
か、その相
関に文化
差や言語
差がある
かを吟味
し、仮説の
妥当性を
検証する。 
研究はカナダの Simon Frazer 大学、フランスの

CNRS、タイの Tammasat 大学、韓国の中央大学、
シンガポールの国立シンガポール大学と日本の理
研、東京大学、大阪大学、国立国語研究所等の国際
共同研究チームで実施する。 
 

【期待される成果と意義】 
従来欧米言語を学ぶ乳児の研究を基本に発展して

きた言語発達の研究に、アジア言語からの知見を加
えることでより妥当性の高い言語発達過程の理解に
つながる。また、乳幼児の言語発達に母子コミュニ
ケーションスタイルが寄与することが明らかにする
ことで、乳幼児の言語や社会性の発達をより適切に
サポートする保育や教育の改善にもつながる。 
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